
LINE本文ページ

食品ロス削減環境大臣表彰 【部門Ａ】mottECO（モッテコ）賞

＜事業概要＞

• ファミリーレストランにおける食品ロス削減・脱プラスチックの推進

に向けて、本来競合関係にあるデニーズとロイヤルホストが共同した

mottECO普及活動。両者が同一の容器を使用することで、高い発信

力を持って事業を推進している。

• 食品ロス削減に繋がる「持ち帰り」を単に推進するだけでなく、持ち

帰り容器の多くがプラスチック素材であることに問題意識を持ち、植

物由来や環境配慮された紙資源である森林協議会(FSC)認証材を用い

た持ち帰り容器を採用した。食品ロス削減と脱プラスチックの両立、

ひいてはカーボンニュートラル、海洋プラスチック問題といった環境

問題に貢献する取組である。

事業名称 mottECO普及による食品ロス削減と脱プラ両立プロジェクト

株式会社セブン＆アイ・フードシステムズ、ロイヤルホールディングス株式会社

＊「mottECO（モッテコ）」とは
環境省等は令和２年10 月に、New ドギーバッグアイデアコンテストを開催し、
飲食店での食べ残しの持ち帰り行為の新たな名称として「mottECO（モッテ
コ）」を選定しました。「もっとエコ」「持って帰ろう」という意味が込め
られています。

＜事業成果・効果＞

• 一週間の店舗食べ残し持ち帰り件数が1.5倍（1.4件/店→2.1件/店）

• 大手競合２社の共同プロジェクトという点でメディア露出も多く、新

聞やテレビの取材等を通じて、mottECOの知名度向上に繋がった。
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株式会社ダイエー・神戸市・株式会社サカイ引越センター

食品ロス削減環境大臣表彰 【部門Ｂ】フードドライブ賞

事業名称 ～業界を超えた連携～ フードドライブ活動の更なる発展に向けて

＜事業概要＞

• 従前よりフードドライブ活動を行ってきた神戸市とスーパーマーケッ

トのダイエーに、引っ越し業者・サカイ引越センターが連携すること

で、提供食品の回収拠点とフードバンク団体を効率的に結び付けた取

組。神戸市では市民参加型ワークショップでの提案により、スーパー

でのフードドライブ活動を取り組み、ダイエーは市内全店で実施中。

• フードバンク団体等が自ら回収するのではなく、サカイ引越センター

が引越を行いつつ、回収拠点を巡回することで、フードドライブ活動

で活用可能な食品量を増加させることができた。また、サカイ引越セ

ンターでは、引越業務と地域貢献への取組みの両立を目指している。

＊「フードドライブ」とは
家庭で余っている食べ物を回収拠点（自治体やスーパーなど）に持ち寄った
り、イベントなどで回収し、それらをフードバンクを通じるなどして、地域
の福祉施設や子ども食堂、生活困窮者などに寄付する活動のことです。

＜事業成果・効果＞

• 2021年2月までに、約3.2トンをフードバンク関西や地域の福祉団体

等に提供。これは約6.1トンのCO2削減、約224万円の経済効果に相当

する（環境省・食品ロスダイアリーを基に算出）。
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社会福祉法人正和会

食品ロス削減環境大臣表彰 【部門C】食品ロス削減の取組賞

事業名称
「急速凍結」を活用し食べ残しゼロへ。
高齢者ひとりひとりに寄添った新しい食事提供方法で食品ロス削減の取組

＜事業概要＞

• 介護施設での食事提供に際し、高齢者個々人に合わせた適切な量・メ

ニューの提供により、食品ロスを削減できるよう工夫した取組。

• 提供される食事は、セントラルキッチンで一括調理・急速凍結・運搬

され、各施設にて必要量が再加熱されている。施設での提供に際して

は、介護職員により10人の入居者毎に再加熱・盛付・配膳・食事介

助を行うことで、健康状態や趣味嗜好等に応じた適切な量・メニュー

の調整を実現している。凍結した食事は６ヵ月間保存可能である。

• 適切な量・メニューの提供や、急な入院等による食事提供量の急な増

減にも対応でき、食品ロスの削減に貢献している。

＜事業成果・効果＞

• １日あたりの食べ残しが約30%削減した（１日１施設あたり約54kｇ

（2016年）→１日１施設あたり約37kg（2021年）)。

• 施設見学者も受け入れており、同様の取組が病院、高齢者施設、給食

会社、弁当会社等の法人・業界の枠を超えて広がりつつある。


